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【核磁気共鳴装置とは】 

 核磁気共鳴（Nuclear Magnetic Resonance＝NMR）装置は、有機化合物を取り扱う研究

には必要不可欠な装置であり、物質の構造解析に重要な役割を果たしている理化学機器で

す。有機化学だけではなく、生物化学や高分子化学への応用も広がり、近年は人体の断面

画像を写し出す MRI として診断医学にも利用されています。 
 
【装置の原理】 

 強磁場中においた試料に電磁波を照射することで核磁気共鳴を起こします。その時に、

試料中の原子核がその特性に基づいて吸収する周波数をその吸収ピーク強度の関数として

記録されたものが、NMR スペクトルとして得られます。 
 
【核磁気共鳴（NMR）分析から得られる情報】 

・化学構造の推定：スペクトルチャートから有機化合物における原子核のつながりや数が 
わかります。また、試料が高分子およびタンパク質の場合、立体構造を解析することも

可能です。 
・測定試料の定量：試料が混合物である場合、試料中の定量分析ができます。 

・動的特性の評価：膜物質や液晶物質などの分子集合体において動的特性を評価すること 
ができます。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
NMR 装置は磁場強度が大きいほど、高い分解能が得られます。当解析センターには

270MHz と 400MHz の 2 台の装置を完備しています。  


